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	2011国民春闘がいよいよスタートします。

景気は足踏み状態が続く中、非正規雇用も含め、労働者全体の雇用と生活を守るたたかいを政治闘争と一体で強め、民間労組の春闘のたたかいに支援・共闘していくために連合に結集していきます。

そして何よりも２年後の人勧廃止を見据え、
	私たち自身の要求をもってたたかう対自治体闘争の前進に向け、ストライキ批准投票をはじめ、今後一年間の賃金・労働条件の改善に向けた全ての課題を網羅してたたかいを構築します。

つきましては、次のとおり職場集会を開催します。後ほど、支会ごとに出欠を確認させていただきます。

	

	職場集会の日程
	開催日
	開始時間
	支会の割当
	会場

	
	２月１６日（水）
	12：05
	総務、住民生活、企画財政・会計
	図書室

	
	
	17：20
	機動、バス
	バス車庫

	
	２月１７日（木）
	12：05
	保健福祉、産業
	図書室

	
	
	18：10
	特養・デイ
	会議室

	
	２月１８日（金）
	12：05
	建設、教委・議会・学校、社会教育
	図書室



	自治労は、春闘期から人事院勧告期、閣議決定期、自治体確定期の節々に、ストライキを含む産別統一闘争を配置してたたかいます。

スト批准投票は、春闘期を含め年間を通じて、一波につき２時間を上限として、そのストライキ指令権を自治労中央闘争委員会に委譲することについて組合員の承認を求めるものです。
	この批准投票で圧倒的な批准率を示すことが、自治労のたたかう姿勢を内外に示すことになります。

批准率100％に向け、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

町職の2010年の投票率は100％、批准率は94.55％でした。





	　ついに、前号で「未知の領域」１３０号まで辿り着くことができました！！

１年は３６５日。発行数は１３０号となると平均して３日に１回ぐらいは、みなさんのお手元に教宣紙が配布されていることになります。

　なんだかすごいことをやってしまったような・・・。なぁ～んてそんな大げさなことではありませんが、みなさんががんばっているから、私たちもがんばれます！！　人は、誰かしら人に支えられて生きています。気付かないところでも、気を使ってサポートしてくれている人が仕事上でも私生活でも必ずいるはずです。決して私たちは一人じゃない！！　だから忙しいとは思いつつも、そんなことを思いながらやってきたので、この１年間の教宣紙の発行は、自分なりに楽しくできました。今後においても、定期的な発行を心がけ、みなさんの一助となる教宣紙となれればと思います。

みんなでｔｓｕｂｅｔｓｕを盛り上げていきましょう！！　　　　　　（教宣部長　谷口）










































































































































































































加入の手続き：書記長の山田に「加入する」とご連絡をいただくだけ


ぜひ、車検のときも新車・中古車を購入するときもご連絡ください。











～良書ノススメ～ ｖｏｌ．九 


浅田次郎といえば、「鉄道屋（ぽっぽや）」、「椿山課長の七日間」「壬生義士伝」などなど、その作品の数多くが映像化されているので、みなさんもおなじみの作家だと思います。「壬生～」の続編にあたるのが、今回紹介する一冊『一刀斎夢録（いっとうさいむろく）』です。もっとも上・下巻構成になっているので、正確には二冊ですが……。


　ときは、明治天皇がお隠れになった年、すなわち明治四十五年＝大正元年。　陸軍中尉・梶原は剣の達人だが、ある日、「一刀斎」なる奇妙な老人の噂を聞きつけ、訪ねてみることにした。一刀斎はそんな梶原に、幕末から明治を揺るがした事件の真相を語り始める。坂本龍馬暗殺の下手人は、西南戦争の正体は、そして日露戦争の英雄・乃木将軍の殉死の真意は……！


　「自分が幕末を生き延びたのは、強いからではない、卑怯だったからだ」と自覚する剣豪・一刀斎の言葉は、強い説得力をもって梶原だけでなく読者に重くのしかかってきます。一刀斎が梶原に向ける小言の一つひとつが、実は陸軍のあり方への、ひいては大日本帝国の行く末への警鐘だった、と考えるのは、穿ちすぎでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　（ｏ）





『一刀斎夢録（上・下）』　浅田次郎／文藝春秋




















津別町職では自動車共済加入の皆さまのため、独自の「愛車見舞金制度」を設けています。





自治労の自動車共済に加入している場合、下記内容で最大10万円まで支給します





◎対物（相手車両等がある場合）　自車損害額から相手の過失割合を除き50％を乗じた額。


◎自損・いたずら等　　　　　　　自車損害額に30％を乗じた額。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


●添付書類　　自治労愛車見舞金請求書…対物の場合、過失割合を証明できる事故処理等の書類


領収書の写し（請求書）…修理箇所の写真


●有効期限　　３ヶ月以内　


●請求・問い合せ　　自治労共済担当の近野（総務課）までご連絡ください。
































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


